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巻　頭　言

暇な時に考えること

薬学研究科長　櫨　彰　

先回，薬学部長として薬学会誌第 4巻の巻頭言の執筆を依頼された平成 23年には，東日本大震

災が発生し東北地方が甚大な被害を受けた。折しも，研究科長として薬学会誌第 9巻の巻頭言の

依頼を受けた今年（平成 28年）は，九州熊本地方を震源とする大規模地震が発生した。偶然とは

いえ，不吉である。

さて，最近暇つぶしに読んだ本のなかで気に入ったものが数冊あったので，そのうちの 1冊を

紹介したい。タイトルは，「喜嶋先生の静かな世界」（森博嗣，講談社文庫）である。大学での研

究生活について書かれているが，堅苦しいものではない。大学の工学部に入学した主人公が卒業

研究のために講座配属され，大学院に進み，その後大学の准教授になるまでの間，指導教員であ

る喜嶋先生から研究に対する姿勢や態度について影響を受けながら，「研究の純粋さ」を考える

ストーリーである。喜嶋先生の研究に対する考え方のいくつかを挙げてみる。1つめは，「学問に

は王道しかない」である。これは，正攻法でしか学問の深遠さは追究できないし，真の研究成果

は得られないということである。2つめは，「論文を発表することは研究ではない」である。論文

を書く（文章化する）ことで研究内容が整理される利点はあるが，大部分がレトロスペクティブ

であり，今の研究が止まっていることに等しいらしい。研究は，調査に基づく目的と手段の決定，

実験の遂行，満足出来る成果の取得までと考えている。それを論文として発表する（他者から評

価を受ける）ことは必要ではあるが，これ自体は研究活動ではなく，内容を他の研究者にちょっ

とサービスする（研究者の良識）くらいのものであるらしい。さらに，「論文には世界初の知見が

記されていなければならない」としている。ノイエスが無ければ，それは論文とは呼べず，研究

は失敗したこととなる。最後に，研究室が腐る（研究室の体を為していない）のは，やってもや

らなくてもいい研究しか行っておらず，本人もそれを内心ではわかっている場合，あるいはそれ

以下の場合としている。他にも多くの喜嶋語録が登場する。すべてについて賛同できるわけでは

ないが，一理ある。暇な時に，御一読いただきたい。

昨今，大学の使命（役割）が大きく 3つに分別され，それぞれの特徴を出した教育が求められ

ている。当然，その上に位置する大学院においても，大学の理念に基づき，本分を弁えた教育研

究が行われなければならない。ともあれ，現在の本薬学研究科の使命は，高度な教育と先端の研

究活動を行い，その成果を発信するとともに，博士力を身につけた人材を世の中に送り出すこと

である。多くの大学院生の入学を望むと同時に，愛知学院大学大学院薬学研究科の更なる飛躍を

願う。
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